
  

 

 

6年生からのバトンを受けて 温かい言葉で豊かなつながりを 

◎先日、３月１８日（月）、本校第４５回の卒業証書授与式が挙行されました。 

桜のつぼみがほころび始める春の陽気のもと、参列いただいた田中 裕三父母教師会会長様をはじめ、ご

来賓の皆様、多くの保護者の方から、６年生の門出を祝って心温まる拍手をいただきました。 

今年は、在校生代表として５年生が参列し、卒業生へのメッセージを送りました。それに応える卒業生代表

児童の「わかれのことば」では、６年間の思い出を振り返るとともに、後輩たちへ、「伝統のバトンを渡します」

と力強く伝えました。『校歌』と『旅立ちの日に』の合唱では、思いを込めて美しい歌声を響かせていました。 

運動場に集合しての出立式では、代表児童が保護者の方や先生方へ感謝の言葉を読み上げました。保護

者の皆様や職員、５年生に見送られて、８６名の「ゆたか丸クルー」は、それぞれの希望を胸に、未来という大

海原に向かって船出してゆきました。これまで６年間、学校を支えていただき、子どもたちを温かく見守ってい

ただいた地域の皆様、本校保護者の皆様に、心より感謝申し上げます。 

新型コロナウイルス感染症の影響で、在学中は多くの辛抱を強いられた６年生ですが、胸を張って巣立ち

の日を迎えることができました。今後とも、本校へのご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和３年度 第２１号  R4．3.24 

北九州市立浅川小学校 

校 長 大 成 清 徳  

これからも笑顔あふれ

る浅川小学校であい

さつをたくさんしてい

ってください。明るく正

しく美しく。 

最高学年になると今ま

でよりもっと厳しくなり

５分前行動も厳しく授

業も少し難しくなりま

す。頑張ってください。 

卒業生の皆さんは、この六年間、「心美しく、かしこく、たくましい子の育成」を 

目標とする本校において、勉強や運動に励み、心身ともに大きく成長しました。 

特に、この一年間は、学校行事を初め、委員会活動やクラブ活動で、リーダーシップを発揮して後輩た

ちを引っ張り、最上級生としての責任を立派に果たしました。久しぶりに全校児童が一堂に会して開催し

た運動会では、迫力あふれる応援合戦や全員リレー、競走遊戯で、会場を大いに沸かせました。用具や放

送などの係活動も率先して行い、会のスムーズな進行に力を尽くしました。 

また、毎日の掃除や一年生のお世話でいきいきと活動するみなさんの姿を、後輩たちは憧れをもって見

ていました。受け継いできた伝統のバトンを後輩たちに託して、家族や地域の方への感謝の気持ちを忘れ

ず、胸を張って中学校へ進学しましょう。 

さて、これから新しい世界へ巣立ってゆくみなさんに、「言葉」をテーマにした詩を贈ります。学習参

観の人権に関する授業で紹介された『ブッタとシッタカブッタ』の作者、小泉吉宏さんの「一秒の言葉」

という詩です。  『一秒の言葉』  

「はじめまして」 この一秒ほどの言葉に、一生のときめきを感じることがある。 

「ありがとう」 この一秒ほどの言葉に、人のやさしさを知ることがある。 

「がんばって」 この一秒ほどの言葉で、勇気がよみがえってくることがある。 

「おめでとう」 この一秒ほどの言葉で、幸せにあふれることがある。 

「ごめんなさい」 この一秒ほどの言葉に、人の弱さを見ることがある。 

「さようなら」 この一秒ほどの言葉が、一生の別れになるときがある。 

一秒に喜び、一秒に泣く 一生懸命 一秒 

６年前の入学式、「はじめまして」で始まった小学校生活。たくさんの友達と出会い、ともに過ごす中

で、お互いに「ありがとう」「がんばって」と声をかけ合い、優しさや勇気をもらいました。喧嘩をして

も、心からの「ごめんなさい」で仲直りをし、友情を深めました。 

そして、今日「さようなら」の言葉とともに、医生丘小学校を卒業していきます。別れの言葉ですが、

感謝の気持ちと未来への希望を込めてほしいと思います。これから皆さんは、もっと多くの人と出会いま

す。いつも、誰に対しても、ほんの一秒の「心のこもった言葉」をかけ合って、信じ合える友達や先生と

出会い、実り豊かな人生を送ってください。いつまでも応援しています。 

令和５年度 第２５号  R６．３.２２ 

北九州市立医生丘小学校 

校 長 大 成 清 徳  

卒業生へ贈る言葉（式辞より抜粋） 
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大成 清徳 校長        ・山田 百合子 教頭 

石田 博進 先生（教務主任）   ・安部 さやか 先生（1-1 担任） 

福田 紀子 先生（2-2 担任）  ・木野田 宜子 先生（3-1 担任） 

竹田 佐和子 先生（4-１担任） ・岸本 眞歩 先生（5-2 担任） 

奥田 健人 先生（6-2 担任）  ・西川 葉子 先生（あすなろ２組担任） 

辻  歩惟 先生（あすなろ 3組担任）・小倉 逸郎 先生（図工専科） 

山本 瑞稀 先生（養護教諭）    ・山本 恵美子 先生（栄養教諭） 

阿南 直子 先生（スクールサポートスタッフ）・相原 芳雄 先生（特別支援教育介助員） 

 

 

 

異動する職員 
◎これまで本校の教育活動にご尽力いただいた

先生方と、今日でお別れです。今後のますますの

ご活躍をお祈り申し上げます。 

８日（月）着任式・始業式  

※現在の教室に来てください。上靴、連絡帳、筆記用具をお忘れなく。 

１１日（木）入学式 1２日（金）２～６年生 給食開始  

１８日（木）【６年】全国学力・学習状況調査 

２２日（月）1年生給食開始  

２２日（月）～２６日（金）教育相談週間 

２９日（月）昭和の日   

※ＰＴＡ総会は、今年度と同様に学校に集まっての開催はせず、活動内容や

収支報告など学校ホームページ上で行い、電子申請によって承認をいただく

方法で実施する予定です。 

主な行事予定 
☆今の時点での予定です。詳しくは、 

新年度に改めてお知らせします。 
保護者の皆様へ 

○皆様のご支援により、無事

に学年末を迎えることがで

きましたことに心から感謝

申し上げます。異動する職員

も多く、新しい体制で新年度

を迎えますが、職員一同、児

童の健全育成に誠心誠意取

り組んで参ります。今後とも

本校の教育活動にご理解・ご

協力を賜りますようよろし

くお願いします。 

２学期制継続 

☆新年度に向けて 

あゆみ所見１回に 

○先日、tetoruでお知らせした通り、令和 6年度か

ら「あゆみ」の所見が年度末一回となります。これ

は、学期末の教員の業務を軽減することで、児童と

関わる時間や授業準備の時間を十分確保し、教育

の質的向上を図るためです。 

なお、各教科における学期ごとの観点別評価と年

度末評定はこれまで通り行います。また、お子様の学

校での様子や学習面、生活面の頑張りについては、

懇談会等で細やかにお伝えいたします。 

○ポストコロナにおける新しい学校教育を創造する

ために、学校の教育内容を見直すとともに、児童と向

き合う時間の充実を図ることを目的として、本校では

今年度から２学期制を実施しています。 

その成果として、ゆとりある学習活動を行うことが

でき、校外学習や地域の方との交流学習等様々な

活動を実施することもできました。教員が子どもと向

き合う時間の確保にもつながりました。次年度は、さ

らに改善を行い、成果を上げていきます。 


